
 

 
 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

 

 



 

 



 

 

 

 

 

                             

 



 

 

 



 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

                             

http://www.oracle.com/us/corporate/pricing/partitioning-070609.pdf


 

 

 

 

 

 

                             



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

モデル 説明 特徴 一般的なユースケース 

単一の制御ドメイン/サービス・

ドメイン 

このモデルでは、制御ドメインがすべての

ルート・コンプレックスを所有し、すべての

ゲスト・ドメインに対して仮想デバイスを作

成します。 

もっとも柔軟性の高いモデルであり、比較的小さなド

メインが多数あって障害の影響が少ないケースに適し

ています。制御ドメインが停止すると、すべてのゲス

ト・ドメインが影響を受けます。こうしたゲスト・ド

メインにはライブ・マイグレーションが可能です。 

テスト環境や開発環境に適していま

す。水平方向の拡張によって可用性

が確保される軽量な本番環境にも利

用できます。 

複数のサービス・ドメイン 1つ以上のサービス・ドメインが作成され、

ルート・コンプレックスがそのサービス・ド

メインに割り当てられます。これにより、ゲ

スト・ドメインのための冗長 I/Oも構成でき

ます。 

上のモデルと似ていますが、制御ドメインまたはサー

ビス・ドメインで障害が発生してもゲスト・ドメイン

が重大な影響を受けないという点で異なります。 

より高い可用性が求められる

本番環境に適しています。 

ゲスト・ルート・ドメイン ゲスト・ルート・ドメインでは、ルート・

コンプレックスがゲスト・ドメインに直接

割り当てられ、その I/Oを直接所有しま

す。 

仮想ディスク・サービスと仮想ネットワーク・サービ

スを複数作成する必要がないためもっとも単純なモデ

ルですが、ドメインの数がルート・コンプレックスと

同じ数に制限されているため、柔軟性はもっとも低く

なります。ただし、これらのゲストはベアメタルのパ

フォーマンスで稼働し、相互に独立しています。 

パフォーマンスの高い独立したド

メインを少数だけ必要とする環境

に適しています。 

 

 

 

 

http://www.oracle.com/jp/technologies/virtualization/oracle-vm-server-for-sparc/resources/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/vm/ovm-sparc-rootdomains-wp-1914481.pdf


 

 



 

 

http://www.oracle.com/technetwork/jp/server-storage/sun-sparc-enterprise/technologies/consolidate-sparc-virtualization-2301718-ja.pdf?ssSourceSiteId=ocomjp


 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 


